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づける理由(motivating reasons)」と「規範的な理由(normative reasons)」の 2種類に
分け、前者についてはヒューム主義をとるが、後者については反ヒューム主義を





























という一般的形式をとる命題、または真実(truths)だと考えられる(Smith [1994], p. 
95) 。これに対して、「動機づける理由」は、行為の発生を説明するのに役立つ心













P1 時点 tでの Rが、行為者 Aがφするための動機づける理由を構成す
るのは、時点 t での R が、A のψしたいという適切に関係づけられた欲
求と、仮に Aがφするなら Aはψするだろうという信念とから構成され
ているような、そのような何らかのψが存在する場合であり、かつ、そ
の場合に限られる。(R at t constitutes a motivating reason of agent A to φ if 
there is some ψ such that R at t consists of an appropriately related desire of A 
to ψ and a belief that were she to φ she would ψ.) (Smith [1994], p. 92)7 
P2 時点 t での行為者 A がφするための動機づける理由をもつのは、時
点 t において A がψしたいと欲求し、仮に自分がφするならψするだろ
うと信じているような、そのような何らかのψが存在する場合に限られ
る。(Agent A at t has a motivating reason to φ only if there is some ψ such 
that, at t, A desires to ψ and believes that were she to φ she would ψ.) 
(Smith [1994], p. 93)8 
スミスの整理するところでは、反ヒューム主義者の中には、P2をも退けるプラ


















(quasi-hydraulic conception)」と名付けるマクダウェルの批判(McDowell [1998], p. 
213)とそれに対するスミスの応答である。ヒューム主義の理由説明は、心を「様々
な力や圧力(すなわち欲求)が水路を通じて(信念を通じて)一定の方向に流れ、最







































































必要である、と結論する(Smith [1994], pp. 107-11) 。 
そこでスミスは、アンスコムの「心の状態と世界との適合の方向性(the direction 















よりよく知られる」、と示唆することになった(Smith [1994], pp. 112-3) 。 



























                                                
いたと考えられる。 
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10 「動機づける理由」に関するスミスの議論については、Miller [2003]において簡潔に紹介されて























正当化理由であるなら、「φする規範的な理由をもつこと(having a normative 
reason)」は「φするのを評価すること」に他ならないと考えられる。すると問題
は、ヒューム的心理モデルに基づいて、「評価すること」が「信念をもつこと
                                                
11スミスは、こうした「規範的な理由のヒューム主義理論」を(ゴーティエに倣って)「合理性に関



















(Smith [1994], pp. 138-41) 。 
2. ゴーティエ型 [「評価すること」＝「欲求すること」の一形態]：欲
求することなく評価する可能性を無視している(Smith [1994], pp. 
141-2) 。 

















agent believes that she has a normative reason to φ, then she rationally should 
desire to φ.) (Smith [1994], p. 148) 
この C2がいかにして可能か、というのがスミスの反ヒューム主義の課題である。
スミスは、「通常の思考」と「決まり文句」を試金石としながら規範的な理由に関
















































る、ということは明らかである(Hume [2000], p. 266) 。 
この部分の「結果として生じる好悪の情動」について、編者のノートンは、「苦







































くらいである(Hume [2000], p. 182, 214)。こうしてヒュームの情念分析は、単純印
象としての情念が生起する因果的条件(causal conditions)を提示し、それらの間の類



































































































                                                
14また、編者ノートンにならって、「産出的(productive)情念」と「応答的(responsive)情念」という区




















































                                                














ヒューム主義(Humeanism)として知られている(Dancy [2000], p. 10) 。 
また、ダンシーによれば、デイヴィッド・ウィギンズは、「動機づけのヒューム
主義理論」について、「ヒューム主義(Humeanism)」の代わりに「デイヴィドソン
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